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再校

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
き
か
な
い
オ

ホ
ー
ツ
ク
地
域
に
お
い
て
保
健
医

療
を
担
う
人
材
の
安
定
確
保
と
資
質
の
向

上
は
喫
緊
の
課
題
と
言
え
ま
す
。
本
学
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
内
唯
一
の
看
護
大
学
と
し

て
25
年
の
歴
史
が
あ
り
、多
く
の
看
護
師
、

保
健
師
、助
産
師
を
育
成
し
て
き
ま
し
た
。

北
見
北
斗
高
等
学
校
は
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（SSH

）事
業
の
指
定

を
受
け
、
優
秀
な
学
生
が
多
く
集
っ
て
い

る
高
校
で
す
。
北
見
赤
十
字
病
院
は
90
年

の
歴
史
を
持
つ
オ
ホ
ー
ツ
ク
三
次
医
療
圏

の
地
方
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
、
中
核
的

な
病
院
で
す
。
こ
れ
ら
の
大
学
、
高
校
、

病
院
の
三
者
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
に
お
け

る
医
療
従
事
者
育
成
を
目
的
と
し
て
包
括

的
連
携
協
定
を
締
結
で
き
た
こ
と
は
と
て

も
意
義
が
あ
る
こ
と
で
す
。
連
携
協
定
に

よ
っ
て
、
今
後
は
高
校
生
が
大
学
の
授
業

を
受
け
た
り
、
大
学
教
員
や
病
院
の
医
療

従
事
者
が
高
校
に
出
向
い
て
授
業
を
行
っ

た
り
、
三
者
が
相
互
理
解
を
図
る
た
め
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
り
、
大
学
生

に
対
す
る
基
礎
学
力
向
上
の
た
め
の
補
習

授
業
の
実
施
し
た
り
等
、
具
体
的
な
話
し

合
い
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

連
携
協
定
に
よ
り
、本
学
に
入
学
を
希
望

す
る
高
校
生
の
大
学
で
の
学
習
に
対
す
る

目
的
意
識
や
将
来
に
対
す
る
意
識
の
向
上

が
図
れ
、看
護
師
以
外
の
医
療
従
事
者
を
目

指
す
高
校
生
に
と
っ
て
も
多
職
種
連
携
の

観
点
か
ら
大
変
有
意
義
な
取
り
組
み
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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北
見
赤
十
字
病
院
、
北
見
北
斗

高
等
学
校
と
の
三
者
協
定



Viva Kango 2

再校

２
０
２
５
年
１
月
18
日（
土
）か
ら
19

日（
日
）に
か
け
て
、今
年
で
15
年
目

と
な
る
厳
冬
期
災
害
演
習
２
０
２
５
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
気
象
台
か
ら
の
発
表
で

は
19
日
午
前
４
時
40
分
に
マ
イ
ナ
ス
19
℃

と
文
字
通
り
の
厳
寒
の
外
気
温
の
中
、
全

体
参
加
者
１
６
７
名
、
う
ち
宿
泊
体
験
者

１
４
４
名
で
ト
イ
レ
・
キ
ッ
チ
ン
（
食

事
）・
ベ
ッ
ド+

暖
房
の
４
つ
の
要
素

「TKB+
W

」
を
網
羅
し
た
演
習
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
演
習
に
は
教
職
員
と
と
も
に
本
学
災

害beatS

研
究
会
メ
ン
バ
ー
13
人
が
参

画
し
、
演
習
の
実
施
・
運
営
に
大
き
な
力

を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
池
と
電
子
レ
ン
ジ
の

セ
ッ
ト
に
よ
る
災
害
時
の
調
理
は
す
べ
て

学
生
が
担
当
し
、
１
６
０
名
以
上
の
大
量

炊
き
出
し
を
安
全
か
つ
フ
ー
ド
ロ
ス
を
最

小
限
に
抑
え
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
イ
タ
リ
ア
ン
シ
ェ
フ
が
腕

を
振
る
う
キ
ッ
チ
ン
バ
ス
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
「
温
か
く
美
味
し
く

心
の
和
む
炊
き
出
し
」「
並
ば
な
い
炊
き

出
し
」「
フ
ー
ド
ロ
ス
の
な
い
炊
き
出
し
」

を
実
証
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
就
寝
環
境
と
し
て
検
証
し

た
も
の
が
「
テ
ン
トon the

ベ
ッ
ド
」

で
す
。
災
害
時
に
繁
用
さ
れ
る
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
も
し
く
は
ス
チ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
上
RCH
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厳
冬
期
災
害
演
習
２
０
２
５

【対　　象】災害医療・保健・福祉関係者、行政防災担当者、大学関係者、指定する資機材関係業者のみ。定員先着 140 名。
【参 加 料】1,000 円（食費，消耗品費，保険代として）
【主　　催】日本赤十字北海道看護大学災害対策教育センター
【共　　催】日本赤十字社北海道支部、日本赤十字看護大学附属災害救護研究所
【後　　援】国土交通省北海道開発局網走開発建設部、北海道オホーツク総合振興局、北見市、避難所・避難生活学会、日本防炎協会、

　　　　　   日本難燃材料研究会
【募集期限】2024 年 12 月 27 日（金）まで（定員になり次第締め切らせて頂きます。）
【申込方法】参加申込書に記載されている方法（Web・メール・FAX）でお申し込みください。
【お問合せ】日本赤十字北海道看護大学　災害対策教育センター

〒090-0011 北海道北見市曙町 664-1　TEL 0157-66-3311 ㈹　FAX 0157-61-3125 ㈹　E-mail：bousai@rchokkaido-cn.ac.jp

厳
冬
期
災
害
演
習
二
〇
二
五

日本赤十字北海道看護大学 体育館・屋外

寒
冷
期
災
害
と
低
体
温
症
対
策
、

避
難
所
の
リ
ア
ル
を
体
感
す
る
。

2025 1/18（土）13:00 ~ 1/19（日）12:00

厳冬期災害演習
二〇二三

今回から初の試みであるテントon the ベッド。

令
和
６
年
度
日
本
赤
十
字
社
第
１
ブ

ロ
ッ
ク
支
部
合
同
災
害
救
護
訓
練

が
令
和
６
年
10
月
４
日（
金
）～
５
日（
土
）

に
か
け
て
本
学
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
東
北
６
県
（
７
救
護
班
）
な
ら
び
に

道
内
10
病
院
（
11
救
護
班
）
の
計
18
救
護

班
（
医
療
ス
タ
ッ
フ
約
１
１
０
人
）
と
赤

十
字
本
社
な
ら
び
に
支
部
ス
タ
ッ
フ
約

１
０
０
人
が
北
海
道
に
集
ま
る
大
規
模
訓

練
で
、
北
海
道
で
は
７
年
に
１
度
、
本
学

を
会
場
と
し
た
開
催
は
初
め
て
で
す
。
さ

ら
に
本
訓
練
に
は
北
海
道
北
見
保
健
所
、

網
走
保
健
所
、
北
見
市
、
網
走
市
な
ど
近

隣
市
町
の
保
健
師
を
は
じ
め
と
す
る
保
健

活
動
に
従
事
す
る
専
門
職
な
ど
約
１
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

避
難
者
役
と
し
て
参
加
し
た
本
学
の
学

生
約
１
１
０
名
か
ら
は
「
避
難
者
と
し
て

ど
う
い
う
声
掛
け
を
さ
れ
る
と
あ
り
が
た

い
か
が
分
か
っ
た
」「
赤
十
字
を
感
じ
る

貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
」
な
ど
、
本
訓
練

の
意
義
を
肌
で
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
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日
赤
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練

に
、
キ
ャ
ン
プ
用
の
ソ
ロ
テ
ン
ト
を
載
せ

た
資
材
で
、
迅
速
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
空
間

と
温
か
い
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
ま
し
た
。
実
際
に
展
開
を
行
う
と
、

以
前
使
用
し
て
い
た
段
ボ
ー
ル
製
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
よ
り
も
迅
速
に
立
ち
上
が

り
、
か
つ
屋
根
ま
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
持
し
、
滞
在
者
の

熱
に
よ
っ
て
就
寝
時
の
テ
ン
ト
内
温
度
は

16
℃
ま
で
到
達
し
、
最
低
限
の
暖
房
が
あ

る
だ
け
で
冬
期
避
難
所
の
就
寝
環
境
の
一

つ
と
し
て
提
案
で
き
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
検
証
し
た
ス
チ
ー
ル
ベ
ッ

ド
は
、
収
納
容
積
が
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の

1/3
、
重
量
が
1/2
で
あ
り
備
蓄
に
優
れ
て
お

り
、
何
よ
り
展
開
時
間
は
1/10（
30
秒
）と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
様
々
な
災

害
対
策
に
提
案
し
て
い
き
ま
す
。
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再校

日
本
赤
十
字
６
看
護
大
学
交
流
会
で

は
、
赤
十
字
学
園
が
有
す
る
全
国

６
つ
の
看
護
大
学
か
ら
、
参
加
を
希
望
す

る
数
十
名
の
学
生
が
１
校
に
集
ま
り
交
流

を
行
い
ま
す
。
今
年
は
９
月
11
日
～
13
日

の
３
日
間
で
開
催
さ
れ
、
本
学
が
担
当
校

と
な
り
「
赤
十
字
避
難
所
活
動
を
演
習
に

て
実
践
し
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
学
ぶ
」

「
演
習
や
観
光
を
通
し
て
、
全
国
の
赤
十

字
大
学
と
の
交
流
を
深
め
る
」
を
テ
ー
マ

に
学
生
が
主
体
と
な
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
し
実
施
し
ま
し
た
。

　

開
催
初
日
は
各
大
学
の
紹
介
や
お
土
産

交
換
を
通
し
て
交
流
を
行
い
、
そ
の
後
は

本
学
の
体
育
館
に
て
避
難
所
演
習
を
実
施

今
年
度
の
保
護
者
会
は
２
０
２
４
年

10
月
20
日（
日
）に
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
コ
ロ
ナ
禍
以
来
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
リ
モ
ー
ト
で
の
担
任
と
のW

EB

相
談
を
行
い
12
組
15
名
の
保
護
者
の
方
々

が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
午
後
か

ら
従
来
の
対
面
型
保
護
者
会
と
し
て
26
組

35
名
の
保
護
者
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
対
面
型
保
護
者
会
で
は
開

会
に
先
立
ち
本
学
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
に
よ
る

演
奏
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
学
長
挨
拶
、
学
部
長
か
ら
の
大
学
教 

育
の
説
明
、
学
年
担
任
紹
介
と
続
き
、
担

任
と
の
個
別
面
談
と
な
り
ま
し
た
。
面

談
の
待
ち
時
間
に
は
学
長
の
手
作
り
ク
ッ

キ
ー
、
茶
道
部
に
よ
る
お
も
て
な
し
な
ど

例
年
に
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
方
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
意

見
か
ら
は
大
変
満
足
し
て
い
た
だ
い
た
様

本
学
が
あ
る
地
域
に
は
、北
見
工
業
大

学
も
あ
り
多
く
の
学
生
が
隣
接
し

て
い
る
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
居
住
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
２
月
に
は
本
学
の
事
務
局
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
も
結
成
さ
れ
大

学
周
辺
の
防
犯
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す

が
、
昨
今
の
事
件
や
犯
罪
等
を
踏
ま
え
本

学
で
は
学
生
に
防
犯
意
識
を
高
め
て
も
ら

で
す
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、
ク
ッ
キ
ー
、

お
茶
会
も
好
評
を
得
ま
し
た
。W

EB

面

談
方
式
も
遠
方
に
お
住
い
の
保
護
者
の

方
々
か
ら
は
大
変
好
評
で
し
た
。
今
後
と

も
保
護
者
と
教
職
員
が
力
を
合
わ
せ
よ
り

良
い
教
育
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
す
る
学
生
ば
か

り
で
期
待
や
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

こ
は
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
で
あ
り
、
さ
ら

に
同
じ
赤
十
字
で
看
護
を
学
ぶ
と
い
う
境

遇
が
す
ぐ
に
仲
間
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

避
難
所
演
習
で
は
、
日
本
赤
十
字
北
海

道
看
護
大
学
災
害
対
策
教
育
セ
ン
タ
ー
協

力
の
も
と
、
防
災
用
品
・
備
蓄
品
を
実
際

に
使
用
し
避
難
所
を
想
定
し
た
炊
事
を
行

い
、
就
寝
に
は
体
育
館
で
実
際
に
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
を
組
み
立
て
参
加
者
全
員
で
宿

泊
し
ま
し
た
。
宿
泊
後
に
は
グ
ル
ー
プ
を

組
ん
で
感
想
や
意
見
を
出
し
合
い
、
知
識

や
経
験
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

教
科
書
を
通
し
て
の
知
識
だ
け
で
は
な

く
、
実
際
に
避
難
所
を
想
定
し
た
環
境
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
そ
の
過
酷
さ
や
医
療

従
事
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
本
学
か
ら
旭
川
の
キ
ャ

ン
プ
場
へ
移
動
し
、
学
生
同
士
の
交
流
は

勿
論
、
食
事
・
自
然
・
温
泉
や
キ
ャ
ン
プ

地
で
の
花
火
な
ど
を
通
し
て
「
北
海
道
ら

し
さ
」を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
生
が
主
催
す
る
「
６
看
護
大
学
学
生
交

流
会
」は
、『
赤
十
字
の
大
学
だ
か
ら
こ
そ
』

を
い
っ
そ
う
感
じ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

RCH
 Viva Kango

日
本
赤
十
字
６
看
護
大
学

学
生
交
流
会
を
本
学
で
開
催

RCH
 Viva Kango

令
和
６
年
度

保
護
者
会
を
開
催

RCH
 Viva Kango

地
域
の
防
犯
と
し
て

街
路
灯
を
本
学
が
設
置

北見からバスで移動し旭山動物園にも行きました。

赤十字キャラクターのハートラちゃんと一緒に。

安酸学長手作りのお菓子と Bakery Cafe Loaf さんとコラボの
オニオンクッキーでおもてなし。

美しい音色を響かせてくれたハンドベルサークル。

記事をもっと+
プラス

６看護大学学生交流会の様子
を学生が撮影した写真と共に
動画でもご紹介いたします。

コテージにも宿泊し、この日の夜はみんなでＢＢＱ！
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再校

本
学
で
は
、
令
和
６
年
１
月
１
日
に

「
ふ
る
さ
と
北
見
応
援
寄
付
金（
北

見
市
ふ
る
さ
と
納
税
）」
と
し
て
北
見
市

と
の
間
に
お
け
る
税
制
制
度
を
活
用
し
た

相
互
協
力
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

締
結
後
に
は
、
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
本
学
同
窓
会
の
公
式Instagram

な
ど

で
周
知
を
お
こ
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ

の
北
見
応
援
寄
付
金
の
受
付
は
北
見
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
皆
さ
ま
よ
り
頂
い
た
寄
付
金
の
う

ち
「
日
本
赤
十
字
北
海
道
看
護
大
学
へ
の

支
援
」
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
い
た
方
の

寄
付
金
が
、
北
見
市
を
通
し
本
学
の
振
興

を
目
的
と
し
て
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
大
変
多
く
の
方
よ
り
寄
付

を
頂
き
、
受
付
開
始
か
ら
令
和
６
年
11

月
末
時
点
で
６
４
９
５
人
の
方
か
ら
計

２
０
２
５
年
８
月
29
日（
金
）～
30

日（
土
）の
２
日
間
、
日
本
看
護

学
教
育
学
会
第
35
回
学
術
集
会
を
安
酸

史
子
学
長
が
大
会
長
と
な
り
、
開
催
し

ま
す
。
日
本
看
護
学
教
育
学
会
（Japan 

Academ
y of N

ursing Education

）

は
、
看
護
教
育
の
発
展
と
質
の
向
上
を
目

的
と
し
て
お
り
、
学
術
集
会
の
開
催
や
研

究
助
成
、
教
育
関
連
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
提

供
な
ど
、
看
護
教
育
に
特
化
し
た
活
動
を

展
開
す
る
看
護
学
系
学
会
の
中
で
も
歴

史
あ
る
学
会
で
、
会
員
数
は
４
０
０
０

名
を
上
回
り
ま
す
。
本
学
で
の
開
催
は
、

２
０
０
９
年
第
19
回
の
開
催
と
あ
わ
せ
て
、

２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

第
35
回
学
術
集
会
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
危

機
に
立
ち
向
か
う
看
護

学
教
育
」
で
す
。
看
護

学
教
育
が
立
ち
向
か
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い

て
考
え
る
学
術
集
会
と

な
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

学
会
員
だ
け
で
は
な
く
、

今
後
看
護
師
を
目
指
す

高
校
生
を
対
象
に
し
た

〝
ナ
ー
シ
ン
グ
・
サ
イ
エ

ン
ス
カ
フ
ェ
〟
と
い
っ

た
企
画
や
、
公
益
社
団

法
人
地
域
医
療
振
興

協
会
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

長
で
医
師
の
岩
室
紳
也
氏
に
よ
る「LGBTQ

時
代
に
求
め
ら
れ
る
性
教
育
（
仮
）」
と
題

し
た
市
民
公
開
講
座
を
予
定
し
て
お
り
、
一

般
市
民
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

学
会
の
運
営
に
は
、学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。受
付
や
会
場
の
誘

導
、発
表
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

業
務
を
担
当
し
、実
際
の
学
術
交
流
の
場

に
関
わ
る
こ
と
で
、看
護
教
育
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
す
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、専
門
職
と
し
て

の
視
野
を
広
げ
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

学
生
の
皆
様
、
ご
父
兄
の
皆
様
も
参
加

で
き
る
企
画
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
北

見
市
は
北
海
道
の
東
部
に
位
置
し
、
美
し

い
自
然
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。
焼
き
肉

の
街
と
し
て
も
有
名
で
、
学
術
集
会
を
機

会
に
本
学
に
お
越
し
く
だ
さ
る
皆
様
に
は

地
域
の
魅
力
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
開
催
に
向
け
、
鋭

意
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
皆

RCH
 Viva Kango

ふ
る
さ
と
北
見
応
援
寄
付
金
に

本
学
が
北
見
市
と
締
結

RCH
 Viva Kango

日
本
看
護
学
教
育
学
会

学
術
集
会
を
開
催

本学 HP から受付ページにアクセス可能。

え
る
よ
う
外
部
講
師
と
し
て
警
察
官
を
お

招
き
し
「
護
身
術
」
の
指
導
な
ど
も
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
１
月
に
は
、
小
泉
北
２
線
道

路
（
大
学
付
近
交
差
点
か
ら
光
の
苑
前
交

差
点
）
ま
で
の
区
間
に
お
い
て
歩
道
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
も
増
え

ま
し
た
が
街
路
灯
が
無
く
、
暗
く
防
犯
の

観
点
か
ら
街
路
灯
の
設
置
が
必
要
と
考

え
、
令
和
６
年
12
月
に
計
６
基
の
街
路
灯

を
本
学
が
設
置
致
し
ま
し
た
。

　

本
学
学
生
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
防
犯

に
一
役
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

公式 Instagram では北見市の紹介も。

様
の
ご
参
加
を
、

心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

７
１
６
８
万
円
も
の
寄
付
金
が
集
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金
の
う
ち
25
パ
ー
セ

ン
ト
が
北
見
市
か
ら
補
助
金
と
し
て
本
学

に
支
払
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

本
学
へ
の
寄
付
を
目
的
と
し
た
北
見
応

援
寄
付
金
は
、
受
付
を
開
始
し
て
か
ら
今

年
１
月
で
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
本
学

も
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
方
か
ら
寄
付
を
頂
け

る
と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
大
変
驚
い
て
お

り
ま
す
。
北
見
市
と
の
相
互
協
力
締
結
は

今
後
も
継
続
す
る
予
定
で
お
り
、
看
護
師

を
目
指
し
本
学
に
入
学
さ
れ
た
学
生
が
よ

り
良
い
環
境
で
過
ご
し
、
よ
り
多
く
の
専

門
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
皆
さ
ま
よ
り
頂
い
た
寄
付
金
は
、
本

学
の
教
育
環
境
の
充
実
化
や
設
備
等
に
有

効
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
方
か
ら
寄
付
を
頂
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
今
後
の
本
学
の
あ
り
方

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
応
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
、
地
域
住
民
の
方
に
も

今
ま
で
以
上
に
貢
献
で
き
る
大
学
と
し
て

更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
本
学
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
皆
さ
ま
、
本
学
へ
寄
付
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
へ
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




